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9. 子葉の被覆と摘除が生育や第1花の節位におよぼす影響
石 回 薫*
(昭和48年8月10日受理)
STUDIES ON FACTORS CONTROLLING FLOWER 
FORMA TION IN EGG PLANTS 
9. Effects of Removing and Covering the Cotyledons on the 
Plant Growth and the First Flower Node Position 
Kaoru ISHIDA 
Abstract 
This study was undertaken to examine the effects of removing the cotyledons and of covering them 
with alminum foil on the plant growth and the position of the fir日tflower node， using egg plants， cv. Wase 
Shinkuro. The results obtained are summarized in the following. 
1. Removal of both of the cotyledonary blades gave rise to a remarkable reduction in plant growth， whereas 
that of one of the blades caused only a little reduced growth. A similar situation was also observed when 
one or both of the blades were covered with alminum foil. Between the removing and covering treatments， 
there was not found a significant difference in plant growth， but in plant height. 
2. The position of the first flower node was higher in the plants treated by removing or covering both of 
the blades of the cotyledons than in the controIs. The position， however， was not significantly different in 
the plants in which one of the blades was removed or covered， from the controls. When the upper halves of 
the cotyledonary apices were removed or covered， or when the cotyledons were covered at the lower half of 
their base， the plants did not show a clear difference from the controls in their first flower node position. 
緒 輸
ナスの第 1花の，{J'生節は温度(夜温)，日長4)， と
光の強さのなどの環境条件に影響される。とれらの環境
の刺激は子葉3)によって感受され，その期間はおよそ子
葉展開後10日間3)である。この期間内において，環境刺
激を感受する子葉の面積はごく狭くても十分ことたり
る3)。以ヒのような，環境刺激を感受する子葉の一連
の諸問題は子葉を全部，または部分的な摘除によって確
認した。しかし，子葉を摘除するととは摘除によって植
物体内になんらかの生理的影響を生ぜしめ，それが，さ
らに第 1花の形成にも;説明1を弓えるのでないか，という
懸念を抱かせる。
そこで，今回は子弟を摘除した場合と被覆した場合の
異なった処理が第1花の着生節位に影輔するかどうかを
事附属農場
比較検討してみた。一応の結果を得たので報告する。
材料および方法
材料，使用した品種は mわせ真黒ナスーであった。
方法 10月5日 (1972年) にピニノレ・ハウスのなか
で，18cmポットに 3株づっは種した。発芽後4日自の10
月20日に十分展開した子葉を，(1) アルミ箔で被覆する
区と， (2) 子葉を摘除する区をつくった。子葉の被覆と
摘除をおこなった処理方法はつぎのようであった。
被覆万法
1. 子葉2枚とも一基部半分を被覆
2. 子葉2枚とも頂部半分を被覆
3. 子葉2枚とも全葉身を被覆
摘除方法
1. 子葉2枚とも%切除
2. 子葉2枚とも全葉身切除
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Tab1e 1. Effects of removin只andcoverin日thεcoty1edonson the p1ant growth and 
the first flower node. 
一一一一一一一一ー-
Treatment of Tota1 weight Top weight 
cotyledons 
(Cj) (Cj) 
Cotyledons 
removed 
Both blades 15.9 14.2 
Two halves 45.2 38.6 
Cotyledons 
covered 
Who1e 13.6 11.6 
Apical half 43.8 35.6 
Basa1 half 43.6 35.4 
Unremoved 56.0 48.7 
一一一一一一一
L.S.D. at 5% level 9.4 9.6 
などのら通りの万f去を用いた。なお，乙れらと比較する
ために無摘葉の対照区をつくった。
各処理区はおのおの6ポットで処理個体数を18本とし
Tこ。
発芽後，外温が低下しはじめてきたので 3.3m2当り
500Wの電熱線(空中用)を張り， 10月18flより通電し
て加温した。調査は12月19日におとなった。
実験結果
生育ならびに第1花の治生節位を調査した結果は第 1
去に示した。生育の最もよかったのは無摘葉の対照区ω
植物であった。っしで，子葉を頂部半分被覆した区と
部半分を被覆した区の植物，さらに子葉を1合切除したば
の植物であった。生育の最も悪かったのは子葉を 2枚と
も切除した区と全葉身を被覆したi亙であった。
第1花の若生節位が最も高かったのは子葉を2枚とも
全葉身を摘除した区と被覆した区であった。子葉と頂部
、['0分被覆した区，基部、1/:分を被覆した区と子葉を弘切除
した医の植物の第 11Eの有生節位は無摘葉の対照区の筑
1 :{tの右!:j-:節位との間lと差が認められなかった。
考 察
1¥:行のごく初期に，子wが全身摘除されたり，被覆さ
れると，その植物の生育は非常に思くなる。第 1去のr!1
にみられるように，子葉を全~被覆したばと全葉摘除し
た区の植物の生育は他の処理区のど、れよりも最も悲かっ
た。例えば，子葉全葉摘除区の全主主は}J!~摘葉の対照lベ
の全重量の28%であり，':f-葉%摘除区の35%であった。
地上部重量は前者の29%，後者の37%であった。との付
Stem length Number of First 
expanded flower 
(cm) eaves node 
10.3 8.4 9.8 
22.6 9.4 8.3 
7.8 7.7 9.8 
17.8 8.8 8.4 
18.1 8.9 8.5 
24.8 9.5 8.3 
2.3 0.6 0.5 
果からみると，植物のとt:fJにとって，-f葉が初Uj羽生育l乙
果す役存iJがどんなに主要なものかが伺える。
子~を被覆した区と摘除した区のfì'ùの舶物の生育は有
志な差を示さなかった。しかし，茎長のみは有志な差を
示し，子mを被覆した植物のi室長は摘除した植物より短
小であった。
子葉を摘除した植物と被覆した植物の!日jの第 1花のJ子
生節{立は有立な差がなかった。子兵~2 枚とも全m摘除し
たばと被覆した区の間の第 1 花のぷ!と節位はL{~違がなか
った。また，子*の頂部半分を切除した植物と同じ部位
の頂部、1:分を被覆した植物との問のb81花の右生節{立は
;t過がみられなかった。この結果からみると，子mを被
覆しでも，摘除しでも，第 L{tの;i'川ミ節{u:!乙及ぼす彫
は変らないというととを示したものと考えられる。
当初に，筆者が予測した摘ti1l処理によって生じるであ
ろう生理的刺激は第 1花の形成に対してなんらの影響を
も及ぼすものでないことがわかった。
との実験はさきに報告3) したように， 子取が第 1花
の形成に[見与していること，さらに，ごく狭い子葉両日
でも :-ris全:京を摘除されない植物と変らない節{立に第
1 花をお生せしめること，などを追認した。子~全葉摘
除した区と被覆した区の植物の第 1花のお生節位は無摘
~の対照区の植物より向かった。乙の結果は子葉が第 1
花の形成に関与しているととを示したものである。子葉
の頂部半分を被覆した航物，あるいは唄部半分を切除し
た植物と基部半分を被覆した植物などの第 1花の若生節
位は無摘葉の対照区との間に差違を示さなかった。乙れ
は子葉が%の面積になっても，全葉と同じように第 l1'E
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形成に働くことを示したものと:与えられる。
子葉の被覆部位が異なっても，第L1Eの着生節{立は有
意な差違を生じなかった。被覆部位が，子葉の基部であ
っても，あるいは頂部であっても，第L{Eの節{立は差が
なかった。
との結果は子弟の頂部でも.)ま却でも第1花形成に関
与する子束の間きに変りがないことを示したものと考え
られる。
一一葉内の部イ立によって，花芽)尼崎に対する葉の働きが
異なる，という椴告がみられる。
今村1)らは， アサガオはー!案内では郊の光の万より
基却の万が効果が大きし、，としている。
ナスの場合と多少の相違がある。また. 1枚の葉で，
葉の部位にそれぞれ異なった日長条件を与えると，花芽
形成に対して様ざまな反応のおこることも知られてい
る。ホーレンソウでは葉の基部下分が長日処理された場
合は葉全体を処理した場合とi司じ効果をもつが 1葉の
頂部半分が長日処理をうけても，活;部、['O分が短日条件で
あると，催花がおくれる5)。
短日処理をうけた葉の部分が催IE!C対してIjLl害的に作
用するとみられている。シソでは，葉の基部、1r.)"1が短日
処理をうけただけで催花し震の頂部半分が思日処理を
うけても，基部半分が暗黒に保たれなければ催花しない
5) .といわれる。本実験の場合のように， 子葉をアル
ミ箔で被覆する場合は子葉が暗黒に保たれるために第 1
花の形成に支障が生じないのであろうが，低光度のドで，
子葉の基部を短日条件lとして.J頁部を長口:条件としたな
ら，シソと同じ結果が期待できるものと思われる。
要 約
引わせ貞~nナス引を用いて，子弟全!話と部f立を被覆し，
または摘除して，生fと第 1花のJ昌生節{¥Lを調査し，被
控.と摘除の処理のもたらす影響の違いをl湘ベだ。とれら
の結果はつぎのようであった。
1. 子葉を21文とも全葉を摘除したり，被覆すると，
fl'(物の生育はいちじるしく恕くなった。
2. 子葉のm部、['O分を摘除したり，被覆した場合，あ
るいは)fi部、V:分を被留すると，梢物の生育は無摘出，無
被覆の対照区の他物より想かった。
3. 植物の生育は(-慌を被覆した場合と摘葉した場合
の両者の1mに相違がitめられなかったが，室長のみは有
意なYc~がl認められた。
4. 二子出のJ!:rとを摘除したり，被覆した植物の第1花
の((!-I~節 {i，:は対照l-i{より向かった。
5. 子出をJfU'i's、V:分，あるいは居部下分を被覆した
り，摘除したf['t物のと宮 1~tの着tt:.節日は対照区と禿違が
なかった。
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